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 このほど、東京工業大は 2024・2025 年度大学入学者選抜の予告を公表した。総合型・学校推薦型選抜で女

子枠を設けるほか、2025 年度入試からスタートする新課程に対応した入試教科・科目が明らかになった。以

下、具体的な内容をみていく。 

                       

■ 2024年度から２年をかけて女子枠を設置・拡大  

 東京工業大では、2024 年度からの２

年をかけて、総合型・学校推薦型選抜に

女子枠を導入する。2024 年度入試は物

質理工、情報理工、生命理工、環境・社

会理工の４学院で計 58人、2025年度入

試では理、工の２学院にも拡大し、最終

的には女子枠は 143 人とする計画であ

る。なお、学士課程１学年の募集人員総

数に変更はない。 

 女子枠は学士課程１学年の募集人員

の約 14％に相当するが、比率は学院に

より差があり、工学院（20％）、情報理

工学院（15％）では比較的高く、環境・

社会理工学院（８％）、生命理工学院

（10％）などで低めとなっている（いず

れも 2025年度時点）。 

 総合型・学校推薦型選抜は、2024 年

度入試からは、性別によらず出願できる

「一般枠」と女性のみが出願可能な「女

子枠」の２枠となる。女子志願者は両方

に出願することが可能だが、両枠は評価

の観点が異なり、選抜方法も異なる。併

願した女子受験生は、女子枠での合格が

優先される。また、「選考の結果、期待

する水準に達した者が少なく、合格者数

が募集人員に満たない場合は、その欠員

を一般選抜（前期日程）の募集人員に加

える」とされた。2022 年度までの３年

間の入試結果を見ると、総合型・学校推

薦型選抜は募集人員相当の合格者を出しているが、募集規模が拡大する 2024 年度以降は、東京大、京都大の

ように合格者数が募集人員を満たさないことも想定される。 
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東京工業大 女子枠導入と新課程入試科目を公表 

 

※大学公表資料より 

※性別によらずに出願できる入試区分を「一般枠」、女性のみが出願できる入試区分を「女子枠」と称する 

2023年度 
学　院 募集人員 一般選抜 学校推薦型 総合型

理 151人 143人 8人 

工 348人 314人 34人 

物質理工 178人 160人 18人 

情報理工 92人 86人 6人程度

生命理工 150人 135人 15人 

環境・社会理工 109人 92人 17人 

全学合計 1,028人 930人 8人 90人 

2025年度 

一般枠 女子枠 一般枠 女子枠

理 151人 128人 8人 15人 

工 348人 278人 70人 

物質理工 178人 138人 20人 20人 

情報理工 92人 72人 6人 14人 

生命理工 150人 105人 15人 15人 15人 

環境・社会理工 109人 80人 20人 9人 

全学合計 1,028人 801人 23人 15人 61人 128人 

学　院 募集人員 一般選抜
総合型学校推薦型

2024年度 

一般枠 女子枠 一般枠 女子枠

理 151人 143人 8人 

工 348人 314人 34人 

物質理工 178人 138人 20人 20人 

情報理工 92人 72人 6人 14人 

生命理工 150人 105人 15人 15人 15人 

環境・社会理工 109人 80人 20人 9人 

全学合計 1,028人 852人 23人 15人 95人 43人 

一般選抜募集人員学　院
総合型学校推薦型

東京工業大 入試区分別募集人員推移 
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■ 名古屋大（工）、富山大（工）などが 2023年度から学校推薦型選抜に女子枠を設置  

 東京工業大ではダイバーシティ＆インクルージョン（Ｄ＆Ｉ）*の取り組みを進めている。今回の女子枠導

入もこの一環で、現在 13％程度の東京工業大の学士課程の女子学生比率を高めようというものだ。大学によ

ると、女子枠の設定と一般選抜などでの合格者を合わせると、全学院の女子比率は 20％を超える見込みとい

う。また、今後は入試枠だけではなく、あらゆる学生が充実した大学生活を過ごすための施策を同時に行うこ

とで、男女比率の偏りが自律的に改善していくことを目指すとしている。 

 理工系学部の学校推薦型選抜に女子枠を導入する動きは、他大でもみられる。2023年度入試では富山大（工）、

名古屋大（工）、島根大（材料エネルギー）などで学校推薦型選抜に女子枠を導入する。また、名古屋工業大

など、以前より理工系で女子推薦枠を設置していた大学もある。ただし、いずれも小規模にとどまっており、

東京工業大のような大規模な女子枠はこれまでみられなかったものである。 

 女子枠の導入が各地で進む背景には国の後押しがある。今年５月に公表された教育未来創造会議の「我が国

の未来をけん引する大学等と社会の在り方について（第一次提言）」の中で、我が国の未来を支えるための具

体的方策の一つとして、理工系など女子比率が低い分野での女性の活躍推進が示されている。これを受け文部

科学省は、女子学生割合が低い分野の大学入学者選抜における女子学生枠の確保等に積極的に取り組む大学

等に対して、運営費交付金や私学助成による支援を強化するとした。各大学の動きはこれを受けたものであろ

う。 
 
*ダイバーシティ＆インクルージョン（Ｄ＆Ｉ）：性別、年齢、国籍など多様な属性を持つ人材が同じ組織に所属し、かつ多様性を受け入れてそ
れぞれの特性・能力を活かすこと 

 

 

■ 2025年度からの新課程科目も判明 情報Ⅰは必須 

 今回、東京工業大は 2025年度からの新課程入試に対応

した出題教科・科目も公表した。一般選抜、総合型選抜、

学校推薦型選抜のいずれも大学入学共通テスト（以降、

共通テスト）は新教科「情報」を加えた６教科８科目と

なる。出題科目が大きく変わる地理歴史，公民では、東

京大などと同様、「地理総合，歴史総合，公共」は認めず、

他の５科目から１科目を選択する。 

 一般選抜の個別学力検査も、現行入試同様、数学、物

理、化学、英語の３教科４科目だ。注目される数学の範

囲は、「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」「数学Ａ」「数学Ｂ」

「数学Ｃ」で、数学Ａは「図形の性質」と「場合の数と確

率」、数学Ｂは「数列」、数学Ｃは「ベクトル」と「平面上

の曲線と複素数平面」が出題範囲として示された。現行

入試とほぼ同様の出題範囲であると考えてよいであろ

う。 

 配点や第 1 段階選抜の有無など具体的な選抜方法等

は、今回は明らかにならなかった。 

 なお、旧課程履修者への経過措置については、個別学

力検査では、「各科目とも旧教育課程履修者を考慮するも

のの、特別な経過措置はとらない」とした。共通テスト

については、大学入試センターから具体的な経過措置が

公開された後に公表するとした。 

 今回明らかにならなかった事項についても早期の公表

が望まれる。 

 

教　科 科　目

国　語 「国語」

地理歴史

公　民

｢地理総合,地理探究｣｢歴史総合,日本史探究｣｢歴史

総合,世界史探究｣｢公共,倫理｣｢公共,政治・経済｣か

ら１科目

数　学 ｢数学Ⅰ,数学Ａ｣｢数学Ⅱ,数学Ｂ,数学Ｃ｣

理　科 ｢物理｣「化学」｢生物｣「地学」から２科目

外国語
「英語（リスニング含む）」「ドイツ語」「フラ

ンス語」「中国語」「韓国語」から１科目

情　報 「情報Ⅰ」

 
教　科 科　目　内　容

数　学

「数学Ⅰ」「数学A（図形の性質、場合の数と確

率）」「数学Ⅱ」「数学B（数列）」「数学C（ベ

クトル，平面上の曲線と複素数平面）」「数学

Ⅲ」を、その総合問題や応用問題を含めて『数

学』として出題

物理
「物理基礎」「物理」を合わせて『物理』として

出題

化学
「化学基礎」「化学」を合わせて『化学』として

出題

英語

「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニ

ケーションⅡ」「英語コミュニケーションⅢ」

「論理・表現Ⅰ」「論理・表現Ⅱ」「論理・表現

Ⅲ」を合わせて『英語』として出題

東京工業大 2025年度一般選抜 出題教科・科目 

個別学力検査 

大学入学共通テスト 

※大学公表資料より 


